
米原市行政経営改革プラン実施計画

取組に係る進捗状況報告について

令和８年９月３０日

資料２
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基本方針１ 職員の意識改革と働き方改革

推進
項目

目標・取組内容 取組結果概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

１

業
務
の
改
革

１職員の時間外勤務時間の削減
・電子決裁システム導入など、DXの推進による業務改革
・部局長主導による所属を超えた横連携により、
限られた職員で効率的に事業を推進

２デジタル人材の育成、確保
・デジタル知識を身に付ける研修実施、資格取得推奨

３実施計画の評価
・バックキャスティングに基づく事務事業、政策体系整理
・総合計画の実効性を高める、新たな仕組み構築

・Ｒ８年度に人事課が業務量調査を実施。また、業務改革
(BPR)研修を全職員に実施。

・全部長が集まり執務を行う時間を設ける（部長タイム）の
実施。Ｒ８年度 ６回

・第３次総合計画策定の過程において、バックキャスティン
グに基づく6つの姿勢×14の基本目標を整理。

職員の時間外労働時間削減
（年間時間外労働時間360時
間超の職員数）
22人（R５年度）
↓
0人（R11年度）

（R ６年度 19人）
Ｒ７ 23人
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

年間時間外労働時間が360時間を超えた職員数【一般職】

令和５年度 令和６年度 令和７年度

22人 19人 23人

《要因分析》
・災害対応や選挙事務、国スポ業務等、臨時的業務によるもの
もあった他、特定部局は恒常的に業務量が多い状況である。
・一部だが時間外勤務が常態化している職員もいる。

《対応案》
・令和８年度に実施している業務量調査において、業務改善案
として資料の簡素化、AIの活用が挙げられている部署もあった
ので、全庁的にAIを活用して業務改善となるよう検討を図る。
・時間外勤務が常態化している職員に対しては、業務を割り振
るなど組織的対応を検討する。 3



推進
項目

目標・取組内容 取組結果概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

２

人
材
育
成
と

職
員
の

意
識
改
革

１独自研修の実施
・階層別研修の構築、全職員の研修参加機会確保
・市民満足度・職員のやる気を高める研修の実施

・Ｒ７年度から主事級等、各階層３科目ずつ階層別研修を設
定。職員アンケート結果を踏まえた科目設定で実施。

・各部にデジタル未来推進課兼務職員を配置し、デジタル技
術を活用できるようDX研修を実施し、ITパスポート資格
取得を目標に自己研鑽に努めました。
Ｒ７年度末時点 ITパスポート資格所持者 27人

階層別研修のいずれかに参加
した職員の割合（R7年度か
ら実施）
（現状値なし）
↓
100％（R11年度）

Ｒ７年度 47.0％
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

階層 人数

課長 1

課長補佐 1

主幹 1

主査 7

主任（保健師含む） 15

主事 2

総計 27

ＩＴパスポート資格所持者数 階層別詳細市独自階層別研修　受講状況集計

対象者数 受講者数 割合（階層別）

主事級 113 42 37.2%

総数 396 186 47.0%

11

40

113

119

72.7%

62.5%

58.4%

37.8%

8

25

66

45

部・次長級

課長・参事級

課長補佐・主幹級

主査・主任級
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推進
項目

目標・取組内容 取組結果概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

３

働
き
が
い
の
あ
る

職
場
環
境
づ
く
り

１職員提案制度
・職員の意見を業務に反映できる仕組みを構築

２柔軟な働き方
①多様な働き方改革の推進
・多様な働き方の選択肢を広げる取組検討
・週１回のノー残業デー実施徹底

②仕事と家庭の両立
・12日以上の年次有給取得、夏季特別休暇全日取得奨励
・時差出勤勤務制度の更なる活用推進

・Ｒ７年度は個人等による職員提案を受付。
・職員向けの働き方ハンドブックを全面改訂。
・年２回所属長宛に課員の休暇取得数を通知。
年次有給休暇取得日数の推移（全職員）
Ｒ６年度 12.4日 →Ｒ７年度 11.6日
夏季特別休暇を全日取得した割合の推移（全職員）
Ｒ６年度 87.5％ →Ｒ７年度 92.6％

職員提案制度における提案数
０提案（R6年度）
↓
30提案以上（R11年度までの
累計）

Ｒ７年度 26事業
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

働き方・休み方改善ハンドブックの主な改訂内容（令和８年度）
●時差出勤勤務制度における休憩時間の明確化
・午前７時30分から午前11時30分までに勤務を開始する場合の休憩時間
→ 正午から午後１時まで

・午後０時30分から勤務を開始する場合の休憩時間
→ 午後５時15分から午後６時15分まで

●職場内研修に対する時間外勤務手当の支給
・自己研鑽の一環として時間外勤務手当の支給対象外としていた職場内研修について、
勤務時間内に実施することを原則としつつ、やむを得ず勤務時間外での実施とした場
合は、時間外勤務手当の支給対象とする。

●勤務時間終了後の時間外勤務に係る30分の休憩時間の廃止
・時間外勤務の抑制を図るため、勤務時間の終了後、時間外勤務を始めるまでの30分間
の休憩時間を廃止する。

●防災等業務に従事した場合の職務専念義務免除時間の変更
・防災等業務に従事した場合の職務専念義務を免除する時間について、４時間の範囲内
から当該業務に従事した時間に応じて次のとおりとする。
(１) 午後10時から翌日の勤務開始時刻までの間で４時間を超える勤務をした場合

→ １日（７時間45分）の範囲内で職務専念義務を免除
(２) 午後10時から翌日の勤務開始時刻までの間で４時間以下の勤務をした場合

→ 半日（４時間）の範囲内で職務専念義務を免除
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基本方針２ 未来への投資

推進
項目

目標・取組内容 取組概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

１

部
局
別
未
来

投
資
枠
の
導
入

１部局別投資未来枠
・業務見直し等により捻出した財源を活用し、
中長期的な事業について事業化できる仕組み構築

・部局別未来投資事業として予算枠を設定。R８年度４事業

部局別未来投資枠を活用した
事業数
０事業（R6年度）
↓
30事業（R11年度までの累
計）

Ｒ７年度 ４事業
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

◎単年度の評価で査定する一般的な予算事業と異なり、部局における既存事業の
整理・統合・見直しなどの変革を推進するとともに、一時的に経費が増加して
も、３年以内のトータルコストで財政効果を評価するなど、従来とは異なる手
法で予算化を進める。

◎各部局からの当該事業の予算要求は、財政課による歳出削減（一般財源の削
減）や歳入増加（財源の確保）などの事業効果を確認し、総務部長審査および
３役査定の評価を踏まえ予算化する。

歳出
削減

◎既存事業の整理・統合・見直しによる歳出削減
◎事業のスリム化・効率化による一般財源の削減など

歳入
確保

◎税収等の増加など、一般財源の確保を目的とした事業
◎財源を確保して実施する事業など

１ 部局別未来投資枠について ２ 令和７年度実績事業について

◎公共施設等総合管理計画に基づく総量の抑制と長寿命化によるコストの縮減
等を進める必要がある。

◎人口減少と少子高齢化の進展を踏まえ、更なる施設の統廃合や機能集約の検
討を行うため、公共施設等総合管理計画の中間見直しを実施する。

（１）まいちゃん号の運行方法の見直し

（３）GI伊吹そばブランド向上事業

（４）公共施設等総合管理計画の見直し

（２）給食センターの統廃合

◎種子の安定生産のための支援の結果、原種および一般種子の生産体制が整った。
◎GI伊吹そばのブランドイメージの向上と安定生産による価値向上や生産者の収
益増加につながる事業を展開し、継続性のある体制づくりを進める。

◎市内２つの給食センターの厨房機器等が更新時期にある。
◎給食提供数が減少しているため、西部給食センターを東部給食センターに統合
して整備を行い、効率的に学校給食を提供できるようにする。

◎利用者の増加により運行経費が増加している。
◎貸切車両とAI配車を組み合わせることで、効率的な運行と経費の削減を図る。
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推進
項目

目標・取組内容 取組概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

２

自
主
財
源
の

創
造

１自主財源の創造
・使用料および手数料の見直し
・企業版ふるさと納税の獲得
・土地利用誘導型施策の拡充
・公民連携手法の活用
・市民に対する財政情報提供機会増加

・R９年４月からの使用料・手数料改定に向け、パブリック
コメントを実施。

・まち・ひと・しごと創生寄附金寄付に向けた積極的に活動
を実施。
Ｒ６：５件、R７：11件
※一部寄付者意向もあり総額も非公表

・公民連携によるまちづくりの推進。
包括連携協定締結数：累計11件

経常収支比率
98.0%（R6年度版中期財政計
画のR11年度予測値）
↓
87.7%（R11年度）

（Ｒ５年度 87.7％）
（Ｒ６ 91.9％）
Ｒ７ 95.7％
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

今後の財政収支 歳入の推移
米原市中期財政計画（令和７年１０月策定）より一部抜粋

諸収入ほか
・使用料・手数料
・企業版ふるさと納税
・（個人）ふるさと納税

企業版ふるさと納税 案内チラシ（抜粋）
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推進
項目

目標・取組内容 取組概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

３

公
有
財
産
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
推
進

１公共施設等総合管理計画の実態把握と中間評価
・進捗状況の確認（毎年度）
・５年ごとの中間評価時に施策・見直しの実施

２未利用財産の処分等
・未利用財産の積極的な処分・運用による
収入確保・維持管理の負担軽減

・Ｒ６年度 ７施設が解体・譲渡
・Ｒ７年度 ５施設が再編方針の目標を達成
・Ｒ８・９年度にかけて外部専門家の知見も生かしながら公
共施設等総合管理計画の中間見直しを行う。

公有施設の床面積の総数
237,660㎡（R5年度）
↓
215,000㎡（R11年度）

（Ｒ６年度 236,331㎡）
Ｒ７ 235,441㎡

[▲2,219㎡]
Ｒ ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11
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基本方針３ 自治体DXの推進

推進
項目

目標・具体的な取組内容 取組概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

１

情
報
通
信
を

活
用
し
た
組
織
文
化

の
改
革

１“前例踏襲”しない業務改革、デジタル化・自動化推進
・各種事務の簡素化・デジタル化・自動化推進
・社会変化に適合した各事業の見直し(窓口予約システム等
の導入)

２来庁等しなくてもよい窓口改革
・各種行政サービス オンライン化等推進
・自治会集会施設や個人スマートフォン等の有効活用

・Ｒ６年度に公共施設予約システム、コンビニでの本籍地証明書
交付サービスを導入。

・Ｒ７年度に電子決裁機能が備わった文書管理システム、電子申
請・窓口予約システムを導入。

各種証明書等の
コンビニ交付率
30.57%（R５年度）
↓
40%（R6年度）
↓
50%（R8年度）
↓
60%（R11年度）

(Ｒ ６年度 35.56％) 
Ｒ ７ 41.63％
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

米原市公共施設予約システム（R6.4～） 米原市電子申請サービス（e-tumo）(R7.10～)

【公共施設予約システム関連】
学校開放施設の遠隔施錠システム(R7.3～)

コンビニおよび窓口交付枚数、コンビニ等交付の推移概要（R4.4～)
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自治体DX推進計画および
自治体フロントヤード改革について

総務省「自治体フロントヤード改革推進手順書【第１.１版】 概要」から引用

https://www.soumu.go.jp/frontyard_portal/data/manual_summary.pdf

総務省 自治体DX推進計画の改訂概要【5.0版】」から引用

総務省 自治体DXの推進ページ
https://www.soumu.go.jp/denshijiti/index_00001.html
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推進
項目

目標・具体的な取組内容 取組概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

２

誰
一
人

取
り
残
さ
な
い

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

１情報発信ツールの拡大、見直し
・既存アプリ・情報発信ツール等の効果検証・すみ分け
等を検討

・情報発信ツールの拡大検討
・防災情報伝達システム、防災アプリの更新検討
・伊吹山テレビチャンネルの費用対効果検証・見直し

２移動市役所の導入
・移動市役所で市内全域巡回し、諸証明発行、申請、
相談業務を実施

・市公式ウェブサイトにおけるユーザビリティ診断等の検証を実
施。

・Ｒ７年10月に市公式LINE運用開始。
・防災アプリの今後の方針を検討。
・市公式YouTubeへ伊吹山テレビの内容を掲載。
・Ｒ７年11月から移動市役所を導入。

オンライン手続の利用割合
71.0％（R5年度）
↓
85%（R11年度）

(Ｒ６６９．２２％)
Ｒ ７７６．５３％
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

Ｒ６年 デジタルコミュニケーションＰＪ 検討資料抜粋

令和７年度の調査では、若年層はテレビ利用時間がインターネット
より少ない。経年でも全年代のテレビ利用時間が減っています。
総務省情報通信政策研究所「令和７年度情報通信メディアの利用時間と情報行
動に関する調査報告書（概要）」より一部引用。

近年の住宅は気密性が高くなって
おり、屋外からの音声も聞こえづら
くなっています。
上記画像：国交省 建築基準法改正チラシ

住民の生活スタイルやニーズに関する各種参考資料
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2025年１１月広報まいばら 移動市役所紹介ページ

2025年１０月 市公式X公式アカウント開設情報2025年１０月 市公式LINE公式アカウント開設情報

2016年度以降、ケーブルテレビの伊吹山テレビ動画放送を
市公式YouTubeでも掲載中
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推進
項目

目標・具体的な取組内容 取組概要・今後の取組等 進捗管理指標
進捗管理指標

実績

３
デ
ー
タ
利
活
用
の

推
進
と
情
報
保
護

１EBPM、データ利活用
・オープンデータの推進
・エビデンスに基づく意思決定の推進

２情報セキュリティ対策の徹底
・情報セキュリティに関する内部監査・自己点検等の実施

・オープンデータに米原市統計書のデータを登録した。
・R７年度に第3次総合計画策定に向けた市民意識調査を実施。
・人口ビジョン（人口推計）を作成。
・第3次総合計画策定のための基礎データ分析を実施。
・令和８年6月に他団体でおいてUSBメモリからコンピュータウ

イルスが検知された事案が発生したことを受け、本市でもUSB
メモリ等の棚卸およびウイルスチェックを実施する。

分析システム（RESAS等）
の利用数
3,443件（R5年度）
↓
10,000件以上（R11年度）

(Ｒ６２，５２４件)
Ｒ ７３，９２７件
Ｒ８
Ｒ９
Ｒ10
Ｒ11

米原市自治基本条例推進委員会 第４回委員会(令和7年9月18日)
米原市人口ビジョン（案）より一部抜粋

令和７年度 米原市民意識調査の結果
（市公式ウェブサイトにて公開中）

米原市 オープンデータカタログサイト
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第3次米原市総合計画基本構想（案）および基本計画（案）におけるウェルビ－イング調査結果や14の基本目標の一例

第3次米原市総合計画基本構
想（案）および基本計画
（案）については、令和８年
９月１日から９月３０日まで
の間、パブリックコメントと
して、市民の皆さまからのご
意見を募集しております。
ご意見等ございましたら、ぜ
ひともご提出いただきますよ
う、よろしくお願いします。

市公式ウェブサイト
該当ページは下記の
QRから進めます。
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【参考】集計対象としている分析システムについて

RESAS等の利活用サイト（内閣府）
https://resas-portal.go.jp

地域経済分析システムRESAS（内閣府）
https://resas.go.jp/

地方創生データ分析評価プラットフォーム
（内閣府）https://raida.go.jp/

地域幸福度(Well-Being)指標の活用サイト
（デジタル庁）https://well-being.digital.go.jp/

政府統計ポータルサイト（総務省）
https://www.e-stat.go.jp/
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出典：令和７年国勢調査 人口速報集計 （男女別人口及び世帯総数） （総務省）

【参考】令和8年5月29日に公開された令和７年国勢調査（速報）における2025年の米原市人口
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